
平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
五
日
受
領

答

弁

第

四

三

四

号

内
閣
衆
質
一
八
九
第
四
三
四
号

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
総
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に
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に
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す
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対
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、
別
紙
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弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
総
務
省
に
お
け
る
裏
金
疑
惑
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
報
道
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
文
書
の
内
容
に
係
る
事
実
関
係
に
つ
い
て
、
総
務
省
に
お
い
て
調
査
し
た
結

果
に
よ
れ
ば
、
法
令
に
違
反
す
る
行
為
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
特
段
問
題
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
総
務
省
か
ら
予
算
や
補
助
金
を
受
け
て
い
る
団
体
」
及
び
「
原
稿
料
な
ど
の
対
価
」
の
具
体
的
な
範
囲
が
必

ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
家
公
務
員
倫
理
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
九
号
。
以
下
「
倫
理
法
」
と
い
う
。
）

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
贈
与
等
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
間
に
国
家
公

務
員
倫
理
規
程
（
平
成
十
二
年
政
令
第
百
一
号
。
以
下
「
倫
理
規
程
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
七
号
に

規
定
す
る
事
業
者
等
（
以
下
「
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
原
稿
料
を
受
け
取
っ
た
総
務
省
職
員
は
、
三
人
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
総
務
省
職
員
に
つ
い
て
、
①
原
稿
料
を
得
た
回
数
及
び
②
原
稿
料
の
合
計
金
額
を
お
示
し
す
る
と
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

一



①
十
一
回

②
二
十
一
万
円

①
四
回

②
四
十
一
万
千
円

①
一
回

②
三
万
七
百
八
十
円

倫
理
規
程
第
一
条
に
規
定
す
る
職
員
は
、
事
業
者
等
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
原
稿
料
を
得
て
原
稿
を
執
筆
し
よ
う
と
す
る

場
合
は
、
倫
理
規
程
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
倫
理
監
督
官
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
右
の
総
務
省
職
員
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
承
認
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
問
題
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

総
務
省
に
お
い
て
は
、
個
々
の
職
員
の
確
定
申
告
の
状
況
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
原
稿
料
を
関
係
団
体
や
出
版
社
か
ら
も
ら
う
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
、
国
家
公
務
員
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
、
倫
理
法
、
倫
理
規
程
等
の
法
令
の
規
定
を
適
切
に
遵
守
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
特
段
問
題
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二


